
令和４（２０２２）年度  学習の手引き（シラバス） 

      科 目 名                単 位 数    

１．教科書・副教材 

標準現代文Ｂ改訂版（第一学習社） 

カラー版新国語便覧（第一学習社）/ 漢字ボックス（浜島書店） 

２．科目の目標 

 さまざまなものの見方、考え方、感じ方を知り、偏らない視点で主体的に物事を 

とらえることのできる判断力、豊かな感受性を育む。 

３．学習の計画 

  学  習  の  内  容 考査範囲 時数(予定) 

 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 

 

 

５月 

 

 

６月 

「私」という「自分」 

 

 

食と想像力 

 

 

情けは人の…… 

「自分らしく生きる」とはどういうこ

とかという筆者の考えを読み、進路を

考える際に生かせるようにする。 

日本人の食に対する筆者の省察に触

れ、生産者と消費者の感覚の差を考察

する。 

筆者の言葉に対するこだわりや愛着を

理解し、自らの言語生活を考える。 

期末考査 20 

 

２ 

 

学 

 

期 

 

７月 

 

８月 

９月 

 

10月 

 

11月 

詩 この世・永訣の朝 

 

ナイン 

 

 

山月記 

 

現代詩の鑑賞の仕方を習得する。詩に

込められた作者の思いを読みとる。 

現代小説のおもしろさを味わい、基本

的な読み方を習得する。 

 

主人公を襲う運命について考え、自己

の生き方に考えを向ける。 

漢文訓読調の文章を味わい、表現力・

感受性を豊かにする。 

中間考査 15 

期末考査 13 

 

３ 

 

学 

 

期 

 

12月 

 

 

12月 

 

 

１月 

ワスレナグサ 

 

 

相棒 

 

 

記憶のゆがみ 

 

 

鏡としての他者 

筆者の大切にしていた時間、自然、家

族等との向き合い方についての考え方

に触れる。 

年齢差のある登場人物の心理を丁寧に

読み解くと同時に、社会的な視野を広

げる。 

身近に起こり得る事柄を話題とした教

材を読みながら、自らの思考を新しい

視点から捉えるようにする。 

自己の内面と自己を取り巻く社会に向

ける目を育てる。 

学年末考査 22 

４．評価の方法 

「関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」「知識・理解」以上の５

つの観点に基づいて評価する。 

５．学習にあたっての注意とアドバイス 

課題・授業中のノートも評価の対象とするので、日々の積み重ねを大切にする。 

 

現代文Ｂ（２年）  

 

２ 


